
カモンハウス会員様 環境アンケート結果まとめ

買い物の際に、家にあるものや、⾷材の余りがないように意識して買い物をされる⽅が多いようです。
計画性を持って買い物をされるのは環境にも優しくなりますね。

7.3%

15.7%

36.7%

48.4%

51.1%

68.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

特に意識していない

賞味期限を⾒て短いものから買うようにしている

買い物リストを作って無駄な買い物をしない

買うものを決めてから⾷材を買いに⾏く

買い物に⾏く前に冷蔵庫を⾒る

⾷材を余らせないように買い物をする

Q.1 ⾷品の買い物時に、意識していることはありますか︖

93.2%

5.9% 0.9%
Q.2 買い物ではエコバッグを使っていますか︖

常に持参している
時々使う
有料の袋を都度購⼊している

エコバッグ利⽤者が93.2%と⼤多数の⽅が買い物にエコバッグを使っている結果に。カモンハウス
の会員の⽅に環境意識の⾼い⽅が⾮常に多いという結果を改めて嬉しく感じています。

着なくなった洋服は捨てる⽅が多いようですが、誰かにあげる、 リサイクルショップに出すという⽅
も4割を超える結果に。まだ使えるものを捨てるのではなく、また利⽤できるようにすると環境にも
優しいので、再利⽤も意識していきたいですね。

2.6%

14.8%

17.1%

40.2%

40.6%

56.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

フリーマーケット等を利⽤する

購⼊店舗のリサイクルボックスを利⽤する

フリマアプリを使う

リサイクルショップに出す

誰かにあげる

捨てる

Q.3 着なくなった洋服、あなたはどうしていますか︖

（MA）

（MA）

（SA）
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ごみの分別、リサイクルをされている⽅は84.1％とほとんどの⽅が意識して⾏われていますね。マ
イボトルを持参する、ごみを持ち帰るなど環境への配慮をされている会員の⽅が多いことが分かりま
す。

19.8%

22.7%

40.9%

44.3%

48.1%

84.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

使い捨てのものを避ける・使わない

マイ箸の使⽤

紙を無駄使いしない

外出時はしっかりとごみを持ち帰る

飲み物はマイボトルを使⽤

資源ごみは分別し、リサイクルしている

Q.4 毎⽇の⽣活の中で、ごみを増やさない⼯夫は何かしていますか︖

⾷品に関して、素材にこだわる⽅が多いことが分かります。なお、地産地消は物流負荷が下げられる
ので、環境にも繋がる取り組みの⼀つ。「特に意識していない」⽇常の中にも環境に配慮している取
り組みがあるかもしれませんね。

16.6%

16.7%

38.1%

50.1%

62.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

特に意識していない

無農薬野菜などを買うようにしている

地産地消を⼼がけている

産地を⾒てから買うようにしている

旬の素材を選ぶことが多い

Q.5 ⾷品を選ぶ時の意識で、近いものはありますか︖

（MA）

（MA）

シャワーの⽔や⾷器洗い、お⾵呂の残り湯などを活⽤する⽅も多く、節⽔意識の⾼い会員の⽅が多
い結果となりました。

5.4%

14.7%

41.4%

45.4%

57.8%

67.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

特に意識していない

台所洗剤は分解性の⾼いものを使う

お⾵呂の残り湯は洗濯や掃除などに使っている

油は固めて捨てる

汚れのついた⾷器やフライパンはふき取ってから洗う

シャワーを流しっぱなしにしない

Q.6 ⽣活排⽔で気にしていることはありますか︖ （MA）
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ご飯を冷凍して後⽇解凍して⾷べる⽅が7割程度。毎⽇のご飯の量をコントロールされているご家庭
が多いようですね。その他、⾷品ロスをなるべく少なくすることや、冷蔵庫へものを詰めすぎないな
ど⾷⽣活においてもCO₂削減を意識されている⽅が多い結果となりました。
※フードマイレージとは、輸⼊⾷糧の総重量と輸送距離を掛け合わせたもの。

部屋の電気をこまめに切る、冷房・暖房の温度を控えめに設定するなど、⽣活のちょっとした⼯夫を
されているようですね。
※緑のカーテンとは、⽇光を遮ったり和らげるために家の窓際でつる性植物をカーテンのように育てること。

カモンハウスの会員の⽅ということもあってか⾷品ロス削減が⼀番多い結果となりました。節電やご
み削減など全体的に関⼼の⾼いテーマが多くありました。

6.2%

3.7%

5.1%

19.7%

28.0%

48.3%

67.8%

68.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

特に意識していない

養殖の⾷品はなるべく避ける

フードマイレージを意識した⾷材選び

省包装の野菜やお⾁を選ぶ

給湯器の温度を低く設定

冷蔵庫にはものを詰めすぎない

⾷品ロスを削減しごみを減らす

余ったごはんは保温より冷凍してレンジ解凍

Q.7 ⾷⽣活に関して、CO₂削減に向けた⾏動をしていますか︖

2.0%

11.1%

37.0%

42.2%

55.4%

56.2%

66.9%

76.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

特に意識していない

夏場は緑のカーテンを⽤いる

ポットやジャーの保温を控える

エアコンのフィルターは定期的に掃除する

⻑時間使わない時はコンセントを抜く

LED電球に取り替える

冷房・暖房の温度を控えめに設定する

部屋の電気をこまめに切る

Q.8 省エネについて⾏っていることはありますか︖

（MA）

（MA）

（MA）
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2.3%

22.5%

33.3%

45.0%

52.3%

62.3%

70.2%

74.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

この中には特にない

熱帯⾬林の保全

⽔資源環境の保全

CO₂排出量削減

プラスチックごみ削減

リサイクル、ごみの資源化

節電

⾷品ロス削減
Q.9 関⼼のある環境問題をお教えください。



環境に関する知識・情報を得るなど⾝近なところから始められる活動をされている⽅が多いようで
すね。ボランティア活動も2割を超える⽅が実施経験をお持ちという結果になりました。

商品やサービスを購⼊する際に環境配慮を重視しているかどうか伺うと6割以上の⽅が重視している
（⾮常に+やや）という結果に。会員の⽅の環境意識の⾼さが伺えます。

7.8%

21.8%

23.3%

28.6%

37.6%

39.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

ボランティア活動

⾏ったことが無い

⾦銭や物品の寄付

環境配慮の商品・サービスの購⼊・使⽤

環境に関する知識・情報を得る

Q.10 ⾏ったことがある環境保護活動をお教えください。

6.8%

56.8%

33.4%

2.9%

Q.11 商品・サービスを購⼊する際に、

環境配慮したものであることを重視して選んでいますか。

⾮常に重視している

やや重視している

あまり重視していない

全く重視していない

（MA）

（SA）

-4-

1.5% 1.4%

25.9%

71.2%

Q.12 環境配慮の商品・サービスを購⼊する際に、

いくらの⾦額まで許容できますか︖

⾦額に関わらず環境配慮を選択する

3割程度価格が⾼くても環境配慮を選択する

1割程度価格が⾼くても環境配慮を選択する

同程度の価格であれば選択する

ほとんどの⽅は同程度の価格であれば環境によいものを選択するという結果になりましたが、4⼈に
1⼈は多少価格が⾼くても環境に配慮した商品を購⼊するという結果になりました。

（SA）
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【調査設計】

調査対象者 ハウス⾷品グループ本社会員サイト「カモンハウス」の登録者
有効回答数 8418名（全国10〜90歳代男⼥、性別︓男性27.5%、⼥性72.0%、不明・無回答0.5%）
実施時期 2021年2⽉24⽇〜2021年3⽉1⽇
調査⽅法 インターネット調査

※調査結果の掲載・利⽤については、事前にご連絡いただきますようお願い致します。

ごみの分別、リサイクル、節電、⾷品ロス対策、節⽔など、できることを前向きに取り組んでいらっ
しゃる⽅が多く、たくさんの回答がありました。環境意識が⽣活の中に浸透している会員の⽅が多い
ことが実感できる結果になりました。

Q.13 環境に貢献するなら、どんなことから始めたい（もしくは始めている）ですか︖

• ⽇々の⽣活に少しずつでも確実に浸透させて、環境問題が特別なことがらから⾃分のことになるように、意
識も変えたい。

• ⾃分たちの⽣活の⾒直しから始めている。《便利》な事が環境破壊を推進している事も多い。
• ⾝の回りですぐにできることから始めたいと思います。
• ラベルや認証マークを⾒ること。マイボトル、マイバックを持参する。
• 洗剤は環境破壊にならないものを購⼊。無添加無農薬、添加物の⼊っていないものにする。
• 節電対策、エコバッグの使⽤、ごみの分別などできることから始めています。
• リサイクル、⾷品ロスをしない、汚れを流さない、賞味期限間近の⾷品を購⼊する。
• SDGsを考慮した商品やサービスをSNSなどで発信している。
• リサイクル、ごみの分別。近くのコンビニに⾏く時は⾃転⾞や近場の⽤事なら徒歩。⾃動⾞は遠出の時に使

う。

（OA）
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（⾃由回答からの抜粋）
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